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久
間
防
衛
相
の
原
爆
投
下
容
認
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

久
間
章
生
防
衛
相
は
、
去
る
六
月
三
十
日
、
千
葉
県
柏
市
内
に
お
け
る
講
演
で
、
「
米
国
は
ソ
連
が
日
本
を
占
領
し
な
い
よ

う
原
爆
を
長
崎
に
落
と
し
た
。
悲
惨
な
目
に
あ
っ
た
が
、
あ
れ
で
戦
争
が
終
っ
た
と
い
う
頭
の
整
理
で
、
今
し
ょ
う
が
な
い
な

と
思
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
よ
う
だ
。

広
島
、
長
崎
の
原
爆
投
下
で
、
二
十
万
余
の
人
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
今
も
後
遺
症
に
苦
し
む
人
が
多
数
い
る
。
米
国
の
長

崎
へ
の
原
爆
投
下
を
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
認
識
す
る
久
間
防
衛
相
の
発
言
は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
原
爆
使
用
も
容
認
で
き
る

と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
久
間
防
衛
相
は
、
長
崎
県
の
出
身
だ
。
し
か
も
、
日
本
の
防
衛
と
安
全
保
障
を
担
当
す
る
大
臣

で
あ
り
、
重
い
責
任
を
担
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
核
兵
器
は
、
無
差
別
、
大
量
破
壊
兵
器
で
あ
り
、
存
在
自
体
が
絶
対
悪
で

あ
り
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
れ
、
そ
の
使
用
は
許
さ
れ
な
い
。

私
達
が
目
指
す
べ
き
は
、
全
て
の
核
兵
器
の
廃
絶
で
あ
る
。
国
際
司
法
裁
判
所
も
「
核
兵
器
に
よ
る
脅
し
や
使
用
は
人
類
の

人
道
の
原
則
に
反
し
て
い
る
」
と
勧
告
し
て
い
る
。
核
兵
器
（
原
爆
）
は
、
「
し
ょ
う
が
な
い
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
兵
器
で

あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
今
回
の
久
間
防
衛
相
の
発
言
は
、
単
な
る
失
言
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
政
治
家
失
格
の
妄

言
、
暴
言
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
安
倍
総
理
大
臣
は
久
間
防
衛
相
を
即
刻
罷
免
す
べ
き
で
あ
る
。

一



以
下
、
質
問
す
る
。

一

一
九
九
六
年
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
「
核
兵
器
に
よ
る
脅
し
や
使
用
は
人
道
の
原
則
に
反
し
て
い
る
」
と
の
趣
旨
の
勧
告

を
し
て
い
る
。
核
兵
器
の
使
用
は
実
定
国
際
法
に
違
反
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
、
前
記
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
米
国
は
、
ソ
連
が
日
本
を
占
領
し
な
い
よ
う
に
、
広
島
、
長
崎
に
原
爆
を
投
下
し
た
と
の
認
識
な
の
か
、
ま

た
、
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
は
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
の
認
識
な
の
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

久
間
防
衛
相
の
前
記
発
言
は
、
軽
率
か
つ
不
見
識
、
政
治
家
失
格
の
発
言
で
あ
る
。
も
は
や
、
陳
謝
撤
回
し
て
済
む
も
の

で
は
な
く
、
安
倍
総
理
は
久
間
防
衛
相
を
即
刻
罷
免
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


